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銅合金鋳物溶解炉の省エネルギー対策
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１ はじめに

銅合金鋳物工場では、燃焼式オープン型るつぼ炉

が用いられ，製品コストの切り下げのため，省エネ

ルギー効率の向上，溶湯品質管理に取り組んでおり，

工場の酷暑化低減も必要である．

筆者らは，燃焼式オープン型るつぼ炉で，排ガス

出口径を195mm,100mm,５０mmの３段階に変化させてア

ルミニウム鋳物合金AC4Cを溶解する試験を行った．

その結果，炉上部排ガス出口径が100mmの場合に最

も熱効率が高くなることを見いだしている！'．

本研究では、大阪銅合金鋳物工業協同組合の活路

開拓指導調査・実現化事業に協力して，このオープ

ン型るつぼ炉について，経済性、作業性、溶湯管理

などの観点から種々の省エネルギー対策を検討する．

対策として，炉上部排気出口径を半分程度にしぼっ

て，熱効率を高める方法および夜間などの炉休止時

に炉上部を密閉し，炉壁損失を少なくする方法を実

施し，それらの効果について考察する．

＊システム技術部映像・音響グループ

オープン型溶解炉では，溶湯面への燃焼排気や大

気が入り，水素や酸素の溶湯への吸収が起こりやす

い．その結果，鋳物にガス欠陥や酸化物が生じ，良

好な品質の鋳物が製造できなくなることがある．こ

のため，従来から水素、酸素が共に少ない溶湯面雰

囲気（＝中性雰囲気、Ｃ値：０．９）となるような空

気比で燃焼式溶解炉の運転が行われている2)．

今回，炉上部出口を絞るという省エネ対策を実施

すると，溶湯面雰囲気の静圧の正圧が大きくなり，

溶湯面への燃焼ガスの入り込みが多くなり，溶湯へ

の燃焼排気中の水素，酸素の吸収量が増えて良好な

品質の鋳物ができない可能性がある．

このため，良好な品質の鋳物ができない溶湯が生

成する条件の有無を考察するため，材料溶落後，炉

上部出口を絞るか絞らないのかという２条件に並行

して，溶湯面雰囲気が，中性,弱酸化性，弱還元性

となるように，空気比を３段階に変化させて溶解し

たときの溶湯材料について材料試験を行った．

同時に，吹き上げる火炎の大きさををビデオ撮影

し，省エネルギー対策前後の相違について考察する．








